
 

 

 

 

 

 

 

 図面と設計データのチェック、計測データの 

確認を行う操作をご紹介しています。 

ＴＳ出来形検査ツール 
操作手順書 

※解説内容がオプションプログラムの説明である 
場合があります。ご了承ください。 
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ＴＳ出来形検査ツールを起動して、 

図面と設計データのチェックを行い、 

チェックシートを作成してみましょう。 

図面と設計データの 
チェック   

1 TＳ出来形検査ツールの起動 

2 ＴＳ出来形データの読み込み 

3 チェックに必要な資料の関連付け 

4 基準点及び工事基準点のチェック 

5 平面線形のチェック 

6 縦断線形のチェック 

7 出来形横断面形状のチェック 

8 ３Ｄ形状でのデータチェック 

9 チェックシートの印刷 



 

１ ．TS出来形検査ツールの起動 

1 TＳ出来形検査ツールの起動 

TS 出来形検査ツールを起動します。 
 

１－１ 
 

［ＴＳ出来形検査ツール］を起動する 
本書では、Windows8.1 を使用して解説しています。 

■スタート画面から[TS出来形検査ツール]を起動する 

 
2 

スタート画面左下の↓（下矢印）をクリック

して、「アプリ画面」に切り換えます。 
1 

1 

［FukuiComputerApplication］グループ

の、［TS出来形検査ツール］をクリックして

プログラムを起動します。 

2 

スタート画面に戻るに

は、左下の↑（上矢印）

をクリックします。 
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２ ．TS出来形データの読み込み 

2 ＴＳ出来形データの読み込み 

検査する TS 出来形データファイル（*.xml）を選択して、読み込みます。 

２－１ 
 

ＴＳ出来形データを読み込む 
本書では、「C:\FCAPP\EX-TREND武蔵\サンプル\TS出来形検査ツール」フォルダー内の 
「サンプルデータ_Ver41.xml」を読み込みます。 

TS出来形データの保存先

を指定します。 
1 
 

3 

1 2 

TS出来形データをクリック

します。 
2 

［開く］をクリックします。 3 

TS出来形データが読み込まれて、［基本設計データの

チェックシート］画面が表示されます。 
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３ ．チェックに必要な資料の関連付け 

3 チェックに必要な資料の関連付け 

図面や計算書などのチェックに必要な資料を関連付けます。 

３－１ 
 

基準点及び工事基準点のチェックに必要な資料を関連付ける 
1）基準点及び工事基準点のチェックに必要な資料を関連付けます。 

［1）基準点及び工事基準点］ 

の［参照］をクリックします。 
1 
 

1 

3 

2 

4 

5 

［参照］をクリックします。 2 

資料の保存先を指定します。 3 

資料をクリックします。 4 

［開く］をクリックします。 5 
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３ ．チェックに必要な資料の関連付け 

資料が関連付けらます。 

関連付けられた資料は［閲覧］で

開くことができます。 

［参照］で関連付ける資料を追加

することもできます。 

［OK］をクリックします。 6 

6 

３－２ 
 

平面線形のチェックに必要な資料を関連付ける 
２）平面線形のチェックに必要な資料を関連付けます。 

［２）平面線形］の［参照］を 

クリックします。 
 

1 

1 
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３ ．チェックに必要な資料の関連付け 

［参照］をクリックします。 2 

3 

2 

4 

5 

6 

資料の保存先を指定します。 
 

3 

資料をクリックします。 
 

4 

［開く］をクリックします。 
 

5 

［OK］をクリックします。 
 

6 

資料が関連付けらます。 

関連付けられた資料は［閲覧］で

開くことができます。 

［参照］で関連付ける資料を追加

することもできます。 
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３ ．チェックに必要な資料の関連付け 

３－３ 
 

縦断線形のチェックに必要な資料を関連付ける 
３）縦断線形のチェックに必要な資料を関連付けます。 

3 

2 

4 

5 

6 

1 

［３）縦断線形］の［参照］を 

クリックします。 
1 

［参照］をクリックします。 2 

資料の保存先を指定します。 
 
 

3 

資料をクリックします。 
 
 

4 

［開く］をクリックします。 
 
 

5 

［OK］をクリックします。 
 
 

6 
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３ ．チェックに必要な資料の関連付け 

３－４ 
 

出来形横断面形状のチェックに必要な資料を関連付ける 
４）出来形横断面形状のチェックに必要な資料を関連付けます。 

3 

2 

4 

5 

6 

1 

［4）出来形横断面形状］の 

［参照］をクリックします。 
1 

［参照］をクリックします。 2 

資料の保存先を指定します。 
 
 

3 

資料をクリックします。 
 
 

4 

［開く］をクリックします。 
 
 

5 

［OK］をクリックします。 
 
 

6 
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４ ．基準点及び工事基準点のチェック 

4 基準点及び工事基準点のチェック 

基準点及び工事基準点をチェックします。 

４－１ 
 

基準点及び工事基準点をチェックする 
 

［1）基準点及び工事基準点］ 

の［未確認］をクリックします。 
1 

1 

確認が必要な項目は赤色で 

表示されますので、赤色で表示 

されているボタンをクリックして、 

確認を行います。 

2 

［構築物情報］をクリックします。 2 

3 

4 

構築物の情報を確認します。 3 

確認を終了したら［未確認］の 

チェックをクリックします。 
4 

チェック項目の内容が表示

されますので、参照しながら

チェックを行えます。 
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４ ．基準点及び工事基準点のチェック 

［未確認］のチェックをオンに

すると、［確認済］になります。 

5 

［座標参照系情報］をクリック

します。 
5 

7 

6 

座標参照系情報を確認します。 6 

確認を終了したら［未確認］の 

チェックをクリックします。 
 

7 
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４ ．基準点及び工事基準点のチェック 

10 

［未確認］のチェックをオンに

すると、［確認済］になります。 

［工事基準点情報］をクリック

します。 
8 

No.1の基準点の情報を確認 

します。 
9 

確認を終了したら［確認］の 

チェックをクリックして、オンに 

します。 
 

8 

9 10 
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４ ．基準点及び工事基準点のチェック 

11 同様に他の基準点の情報の

確認を行い、［確認］のチェック

をクリックしてオンにします。 

11 

すべての基準点の［確認］の

チェックをオンにすると、［確認

済］になります。 

12 

13 
14 

12 ［道路構築物情報］をクリック

します。 

13 道路構築物情報を確認します。 

14 確認を終了したら［未確認］の 

チェックをクリックします。 
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４ ．基準点及び工事基準点のチェック 

15 ［チェックシート］をクリックします。 

［未確認］のチェックをオンに

すると、［確認済］になります。 

15 

［基準点及び工事基準点］の

確認をすべて終了すると、［確

認済］になります。 
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５ ．平面線形のチェック 

5 平面線形のチェック 

平面線形をチェックします。 

５－１ 
 

平面線形をチェックする 

［２）平面線形］の［未確認］を 

クリックします。 
1 

1 

確認が必要な項目は赤色で 

表示されますので、赤色で表示 

されているボタンをクリックして、 

確認を行います。 

2 4 

3 

［測点情報］をクリックします。 2 

測点情報を確認します。 3 

確認を終了したら［未確認］の 

チェックをクリックします。 
4 
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５ ．平面線形のチェック 

［未確認］のチェックをオンに

すると、［確認済］になります。 

［線形情報］をクリックします。 
 

5 

5 

確認を終了したら［確認］の 

チェックをクリックして、オンに 

します。 

7 

6 
7 

No.1の線形情報を確認します。 6 
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５ ．平面線形のチェック 

 

8 

すべての線形の［確認］のチェックを

オンにすると、［確認済］になります。 

9 

同様に他の線形の情報の確認 

を行い、［確認］のチェックを 

クリックしてオンにします。 
 

8 

［チェックシート］をクリックします。 
 

9 

［平面線形］の確認をすべて

終了すると、［確認済］になり

ます。 
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６ ．縦断線形のチェック 

6 縦断線形のチェック 

縦断線形をチェックします。 

６－１ 
 

縦断線形をチェックする 

1 

［３）縦断線形］の［未確認］を 

クリックします。 
1 

確認が必要な項目は赤色で 

表示されますので、赤色で表示 

されているボタンをクリックして、 

確認を行います。 

2 4 

［縦断情報］をクリックします。 2 

縦断情報を確認します。 3 

3 

確認を終了したら［未確認］の 

チェックをクリックします。 
 

4 
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６ ．縦断線形のチェック 

［計画高計算］をクリックします。 5 

［未確認］のチェックをオンに

すると、［確認済］になります。 

5 

7 
6 

No.1の測点の計画高を確認

します。 
6 

確認を終了したら［確認］の 

チェックをクリックして、オンに 

します。 
 

7 
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６ ．縦断線形のチェック 

8 

同様に他の測点の計画高の

確認を行い、［確認］のチェック

をクリックしてオンにします。 
 

8 

すべての基準点の［確認］の

チェックをオンにすると、［確認

済］になります。 

9 

［チェックシート］をクリックします。 
 
 

9 

［縦断線形］の確認をすべて

終了すると、［確認済］になり

ます。 
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７ ．出来形横断面形状のチェック 

7 出来形横断面形状のチェック 

出来形横断面形状、工種、出来形管理箇所をチェックします。 

７－１ 
 

出来形横断面形状をチェックする 
 

［4）出来形横断面形状］の 

［未確認］をクリックします。 
1 

1 

2 

横断形状にカーソルを移動して 

横断形状の単距離、斜長、比高、 

勾配を確認します。 

2 
横断形状にカーソルを移動すると、

横断形状の単距離、斜長、比高、

勾配が表示されます。 
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７ ．出来形横断面形状のチェック 

測点にカーソルを移動して、 

距離、計画高を確認します。 
3 

3 

測点にカーソルを移動すると、

距離、計画高が表示されます。 

4 

確認を終了したら、［未確認］の 

チェックをクリックします。 
4 

［未確認］のチェックをオンに

すると、［確認済］になります。 

5 

1つ目の断面の確認を終了 

したら、［次の断面］のボタンを 

クリックします。 

5 
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７ ．出来形横断面形状のチェック 

7 

6 

②③の操作を行い、２つ目の 

断面の横断形状、測点の情報 

を確認します。 

6 

確認を終了したら、［未確認］の 

チェックをクリックします。 
7 

2つ目の断面の確認を終了 

したら、［次の断面］のボタンを 

クリックします。 
 

8 

8 

［未確認］のチェックをオンに

すると、［確認済］になります。 
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７ ．出来形横断面形状のチェック 

 

10 

②③の操作を行い、3つ目の 

断面の横断形状、測点の情報 

を確認します。 

9 

確認を終了したら、［未確認］の 

チェックをクリックします。 

9 

10 

 

11 

 

12 

11 ［一覧］をクリックします。 

12 すべての断面のチェックがオン

になっていることを確認します。 

13 

13 ［チェックシート］をクリックします。 
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８ ． ３Ｄ形状でのデータチェック 

8 ３Ｄ形状でのデータチェック 

３Ｄ形状で、データの状態をチェックします。 

８－１ 
 

３Ｄ形状でデータの状態をチェックする 

［３Ｄ］をクリックします。 1 

1 

2 

３Ｄ形状で、回転、移動、拡大 

縮小して、データの状態を 

チェックします。 

2 

［回転］：マウスの左ボタンを押しながら 

移動させます。 

［移動］：マウスの中ボタンまたは右ボタン 

を押しながら移動させます。 

［拡大縮小］：マウスホイールを回転させ 

ます。 
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８ ． ３Ｄ形状でのデータチェック 

８－２ 
 

３Ｄの画像を出力する 
３Ｄの画像を出力します。 

［画像出力］をクリックします。 1 

1 

4 

2 

3 

ファイルの保存場所を指定

します。 
2 

ファイル名を入力します。 3 

［保存］をクリックします。 4 
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９ ．チェックシートの印刷 

9 チェックシートの印刷 

発注者へ提出するチェックシートを印刷します。 

９－１ 
 

ユーザー情報を設定する 
ユーザー情報を設定します。 

［チェックシート］をクリックします。 1 

1 

2 

3 

5 4 

［ファイル］をクリックします。 2 

［ユーザー情報の設定］を

クリックします。 
3 

ここでは、作者名を入力します。 4 

［OK］をクリックします。 5 
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９ ．チェックシートの印刷 

９－２ 
 

チェックシートをプレビューする 
チェックシートをプレビューして確認します。 

［ファイル］をクリックします。 1 

1 

2 

［ユーザー情報の設定］で設定した内容が表示

されます。 

［チェックシートのプレビュー］を

クリックします。 
2 
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９ ．チェックシートの印刷 

９－３ 
 

チェックシートを印刷する 
チェックシートを印刷します。 

［印刷］をクリックします。 1 

1 

3 

2 プリンターなどを設定します。 2 

［OK］をクリックします。 3 
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９ ．チェックシートの印刷 

チェック状況を記録しておくと、再開時に以下のメッセージが表示されます。 

［はい］をクリックすると、前回の続きからチェックすることができます。 

９－４ 
 

ＴＳ出来形検査ツールを終了する 
TS出来形検査ツールを終了します。チェック状況を記録しておくこともできます。 

［ファイル］をクリックします。 1 

1 

2 

［アプリケーションの終了］を

クリックします。 
2 

3 

チェック状況を記録するときは

［はい］をクリックします。 
3 
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９ ．チェックシートの印刷 
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計測データを確認して 

みましょう。 

計測データの確認 

1 計測データの確認 

2 ３Ｄ形状でのデータチェック 



 

１ ．計測データの確認 

［計測状況］のチェックをオンに 

すると、指定した構築形状の 

計測状況が表示されます。 

1 計測データの確認 

出来形表で、各計測データを種別ごとに確認します。 

１－１ 
 

出来形表で、各計測データを種別ごとに確認する 

［横断］をクリックします。 1 

1 

2 3 

5 

4 

［出来形］をクリックします。 2 

［表示設定］をクリックします。 3 

計測点の測定者の表示を設定 

します。 

計測点の種別で設定した断面 

のみ表示するときは、［計測済み 

の断面のみ表示する］のチェック 

をオンにします。 

4 

［OK］をクリックします。 5 

計測されている場合は、 

マゼンタ（赤紫）色で表示さ

れます。 
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１ ．計測データの確認 

6 

計測データ（ここではw）を

クリックします。 
6 

計測データの種別ごとの

設計値、実測値、差を確認

します。 

7 

7 
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１ ．計測データの確認 

別の計測データ（ここではｔ）を 

クリックします。 
8 

8 

計測データの種別ごとの

設計値、実測値、差を確認

します。 
 

9 

9 
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１ ．計測データの確認 

   

10 ［延長］のチェックをクリックして、 

オンにします。 

10 

 

平面表示に構成点のNoが

表示されます。 

11 

11 延長の種別ごとの設計値、 

実測値、差、名称、構成点などを 

確認します。 

12 断面を切り替えて、すべての 

断面の計測データのチェックを 

行います。 
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２ ． ３Ｄ形状でのデータチェック 

2 ３Ｄ形状でのデータチェック 

各構成点の設計と実測の差をグラデーションで表示します。 

２－１ 
 

３Ｄ形状でデータの状態をチェックする 

1 

［３Ｄ］をクリックします。 1 

2 3 

［３Ｄ出来形］をクリックします。 2 

5 

4 
［出来形設定］をクリックします。 3 

出来形の表示について設定 

します。 

ここでは上限値を変更します。 

4 

［OK］をクリックします。 5 
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２ ． ３Ｄ形状でのデータチェック 

6 

２－２ 
 

３Ｄの画像を出力する 

［回転］：マウスの左ボタンを押しながら 

移動させます。 

［移動］：マウスの中ボタンまたは右ボタン 

を押しながら移動させます。 

［拡大縮小］：マウスホイールを回転させ 

ます。 

３Ｄ形状で、回転、移動、拡大 

縮小して、データの状態を 

チェックします。 
 

6 

３Ｄの画像を出力します。 

1 

4 

2 

3 

［画像出力］をクリックします。 
 

1 

ファイルの保存場所を指定

します。 
 

2 

ファイル名を入力します。 
 

3 

［保存］をクリックします。 
 

4 
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